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１．背景と目的 

都市は人口の集中により土地の効率的な利用が

求められ、自然な空間を失ってきている。その結

果、屋内緑化は都市生活の身近に緑を持ち込む手

段として重要性を増してきている（下村,2007）。

特にその中でも、近年では壁面緑化が取り入れら

れ、様々な空間において壁面緑化を行うことが可

能になっており（藤田,2015）、室内空間では、耐

陰性に富む植物による緑化が可能であるとされて

いる（近藤,2014）。シダ類は、そんな耐陰性に富

む植物としてわが国では古くから日本庭園などに

利用されてきた植物である（近藤,2007）。 

近年、在来種への関心が高まってきており（亀

山,2009）、都市の生物多様性の確保に関心がもた

れている。その確保には都市緑化の量を増やすこ

とが重要だが、自生種を選定することが望ましい

とされている（加藤,2015）。わが国に壁面や屋内

などの環境に用いられる植栽種の多くが園芸種や

外来種であり、多様な種が自生する我が国には本

来ならば利用できる在来種が存在すると考えられ

る。しかし、在来種の重要性ならびに生物多様性

保全の重要性は世にはまだ浸透していないと予想

される。そこで生物多様性を確保するために都市

緑化を行う中で、社会にどの程度在来種が浸透し

ているのかを明らかにする。また、在来種は気候

や風土に合っていることから育ちやすく、在来種

を守ることが生物多様性保全につながることか

ら、在来種の利用価値を明確にする必要があり、

世に広く普及していくために、本研究では在来シ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダ類を用いた生物多様性配慮型壁面緑化に人々が

抱く印象を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

エコプロ 2017 に出展している企業の中で緑化

に着目している企業にアンケート調査を行い、在

来種に対してどのような認識を持っているかを明

らかにした。 

在来シダ類において、適切に利用できる種を明

らかにし、利用価値を高めていくために文献調査

を行い、壁面緑化を造成した。また造成した壁面

緑化を用い、在来種を使用することが人々にどの

ような影響を与えるのか明らかにするために SD

法、因子分析を用いて分析した。 

 

３．研究結果 

３－１．在来種意識調査 

調査結果より企業は在来種には一定の価値があ

り、生物多様性にも配慮をするべきだ、という意

見が大多数となった。また、在来種による緑化を

実際に造成するかどうかはコストや植栽の演出に

図1  在来シダ類を用いて造成した壁面緑化 



 

よって異なるため、必ずしも積極的に使うわけで

はないという結果に至った。 

３－２．生物多様性配慮型壁面緑化に関する調査 

（１）使用植物の文献調査 

リョウメンシダ（Arachniodes standishii） 

常緑でやや暗い林床で生育する。長さ 40～70cm

ほどで葉は紙質で淡い緑色。北海道から九州まで

広く分布する。 

ホウライシダ（Adiantum capillus-veneris） 

 常緑性で、根茎は短く這い、黒褐色の茎をのば

す。茎の長さは 15cm ほどで、茎には切れ込みのあ

る扇形をした小葉が互い違いにつく。岩などに固

着して生育していることが多い。ホウライシダは

その形態の美しさから鑑賞価値が高い。 

 

（２）人々が生物多様性壁面緑化に抱く印象 

被験者を在来種の告知ありと告知なしに分け、

印象調査を行った。 

SD 法では全体的に同じようなグラフを描き、大 

半の項目でわずかながら告知ありが有意差を示し

た。特に日本風－外国風、軽い－重い、閉鎖的－

開放的では大きな有意差が得られた。また、単一

性－多様性の項目では告知ありなしが逆転した差

が表れた。 

因子分析においては主成分分析の結果より告知

ありを 4 因子、告知なしを 3因子に分け、分析を

行った。告知ありの第 1 因子は日本風、力強い、

まとまった、等から「庭園的自然空間」、第 2因子

はきれいな、さわやかさ、等から「壁面緑化の印

象」 第 3因子は親しみやすい、和む、等から「壁

面緑化が与える癒し」、第 4 因子は男性的、幼稚、

等から「植物の印象」と名付けた。 

告知なしの第 1 因子は気持ちのよい、開放的、

等から「草原的自然空間」、第 2因子は力強い、ま

とまった、自然な、等から「まとまった緑地空間」、

第 3 因子は男性的、ゆったりとした、等から「植

物の印象」と名付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察と結論 

企業は在来種に価値を感じつつ、積極的な実用

には至っていなかった。SD法と因子分析により在

来種という意識は緑化に癒しを与え、より優位的

な印象を与えた。生物多様性保全とともに人々の

癒しとしての自然空間として在来種は価値があり、

守られ、使われていくべきである。そのために在

来種の需要と供給のマッチングが図られるべきで

ある。 
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図 2 SD 法プロファイル 

図 3 因子分析(告知あり)    図 4 因子分析(告知なし) 

 


